
研究レビュー

１．はじめに

近年，東アジア，東南アジア（以下，東アジア）
では，農林水産物と食品（以下，農産物）貿易が拡
大しており，その実態把握や要因解明などの研究が
なされてきました。特に， 2001 年に中国が WTO
に加盟した後，東アジアにおける中国の市場規模の
増大と日本の市場規模の縮小が進むなかで，各国の
貿易フローがどのような要因によって決定されてい
るのかを探求することは重要な研究課題になってい
ます。

そこで本稿では，東アジア各国の農産物貿易につ
いて，産業内貿易指数，重力モデル，ネットワーク
分析を用いた研究の成果を紹介します。なお，ここ
で扱う東アジア諸国には，利用可能な貿易データが
十分に整備されていない，カンボジア，ラオス，ミャ
ンマーなどの国が含まれていません。

２．産業内貿易

産業内貿易に関しては，樋口（2018）が平易な文
章で概説していますので，これを参考に説明します。
貿易のパターンは，ラーメンと自動車のように異な
る品目の貿易（産業間）と，ブランドの違うビール
の貿易のように同じ産業内であるが差別化された製
品の貿易（産業内）の二つに分けることができます。

理論モデルによると，産業間貿易は要素賦存や技
術の違いに由来する比較優位性によって生じると説
明されています。また産業内貿易は，規模の経済や
商品の差別化を仮定した独占的競争モデルから導出
されます。これらからは，資源賦存量や気候などの
差異が大きい東アジア諸国での農産物貿易は，産業
間貿易が優勢であると想定されます。しかし一方で，
農産物貿易における高付加価値化や東アジアの食料
市場の成熟という状況で，同一品目のなかでも差別

化された製品の貿易が増えているとも考えられます。
このような貿易パターンを把握する研究として

は，金田（2013）があります。金田（2013）は，
BEC 分類（国連が用いている産業分類）で集計さ
れたデータを用いて産業内貿易の割合を算出するこ
とで，東アジアの貿易の実態を数値で明らかにして
おり，この点で大きな意義を有する研究といえます

（BEC 分類や後述する HS 分類の詳細は樋口（2018）
を参照）。ただし，この方法は，農林水産業，化学
素材，機械類などの産業別の枠組みで，国家間や時
系列の貿易の特徴や変化を比較するには妥当なもの
ですが，農林水産部門に着目し，その内部でどのよ
うに産業内貿易が行われているのかを観察する場合
には問題が生じます。

すなわち， BEC 分類には，一つのカテゴリーに
数多くの財が含まれ，例えば，精米とビールの貿易
も，同じ産業内の貿易として扱われるため，農産物
の貿易や市場の状況を詳細に把握することが難しい
のです。そこで樋口他（2017）は，このような限界
を克服するため，貿易物品の国際的な分類方式であ
る HS6 桁データを利用し，個々の農産物貿易の情
報を細かく把握して指数を算出しています。 2000

2015 年の産業内貿易の比率は， BEC 集計データ
の分析と同様に，増加傾向にあるが，その値が金田

（ 2013）に比べて小さいことが示されています。ま
た樋口（2019）では，韓国の食品製造業をとりあげ
て，産業内貿易がどのように変動しているのかを分
析しています。

３．重力モデル

重力モデルは，二国間の貿易が各国の GDP や二
国間の距離によって , どのように決まっているのか
をみるものです。この重力モデルを農産物に適用し
たのが島田・齋藤（2014）です。ただし，Chen and
Li（ 2014）によると，関税などの制度的（短期的）
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な要因の影響をみたい場合，重力モデルと貿易結合
度（二国間の貿易の緊密度をみる指標）を統合したC
gravity model adjusted trade intensity （ 以 下，
GMATI）指数が適切であるとしています。

この指摘を受け，樋口他（2019）は，まず重力モ
デルを推計し，その後CGMATI を算出しています。
重力モデルの分析では，国の間の距離や輸入国・輸
出国のCGDP が，食料品・飲料の輸出額の動向に影
響していることが確認されています。またCGMATI
指数の計算結果から，1998 年以降，韓国などの高
所得国から東アジアへの輸出に関するCGMATI 指
数が増加しており，短期的な貿易障壁が削減されて
いる傾向が示されています。

４．ネットワーク分析

最後に，これまでとは少し違う角度から貿易をと
らえたネットワーク分析を紹介します。ネットワー
ク分析は，社会学でよく利用される手法で，主体間
の社会的な関係を発見・解釈するものです。InoueC
et al.（2018）は，このネットワーク分析を農産物
貿易に適用し，アジア太平洋に位置する国家間の，
制度的（デジュレ）及び実際（デファクト）の貿易
を通じた相互依存関係の構造がどのように変化して
いるのかを検討しています。具体的には，貿易を通
じた相互依存関係，つまり貿易のネットワークを，
制度的相互依存関係としての「貿易協定（FTA）
のネットワーク」と，実際の貿易を通じた相互依存
関係としての「貿易フローのネットワーク」の二つ
の側面からとらえています。

分析の結果，「貿易協定のネットワーク」を通じ
た国家間関係の制度的な緊密化と，「貿易フローの
ネットワーク」を通じた国家間関係の実際の緊密化
との間には，正の相関関係があることが示されてい
ます。また中国は，他のアジア太平洋地域の国々に
対し，制度的にも実際にも「貿易のネットワーク」
を通じた影響力を強めたのに対して，日本やアメリ
カは，「貿易フローのネットワーク」を通じた実際
の影響力を，全体としては弱めていることが明らか
になりました。

５．今後の研究課題

これまで東アジアの農産物貿易に関連する研究動

向をみてきました。近年，東アジアでは，多くの域
内食品企業が，その活動を一層国際化させています。
農産物貿易の実態を把握するには，このような食品
企業の行動について議論する必要があります。企業
にとって本来重要なのは輸出額ではなく利益です。
それゆえ，東アジアの一部の国での産業内貿易の割
合が小さいのは，食品企業が輸出のかわりに現地生
産を選択した結果かもしれません。このような直接
投資と輸出の関係を考慮した分析が今後の研究課題
といえるでしょう。
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